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　東北本州弧は，典型的な背弧を伴う島弧のひとつである．近年，東北本州弧の地殻構造について，多くの新しい知
見が得られてきている（例えば，佐藤ら，2004；Nakajima et al., 2006 ; Nishimoto et al., 2005, 2008）．それらによれば，
東北本州弧の地殻構造は，弧を横切る横断面において，水平方向においても，垂直方向においても，顕著な不均質性を
有している．それらの不均質性の多くは，東北本州弧で生起した火成活動と密接に関連している様にみえる．
　佐藤ら（2004）は，反射法地震探査で観測された上部地殻が示す顕著なくびれを，それぞれ，時期が異なる大和海盆

の形成と北部本州リフトの形成に対応していると解釈した．また，西本ら（2005）は，多様な岩石から構成される目潟
ゼノリスについて，Vpを決定し，それらに基づいて，東北本州弧の地殻構成岩石を検討し，下部地殻が主に角閃石を含
む苦鉄質岩から構成されていることを明らかにした．さらに，西本ら（2008）は，これらの目潟ゼノリスについて，高
圧高温下で Vp，Vsを同時測定し，それと地震波トモグラフィーの結果とを対応させて，東北本州弧下部地殻の構成岩
石について，より詳細に検討している．その結果は，背弧海盆の形成に伴い生じた上部地殻が示す顕著なくびれに対応
した，下部地殻岩の不均質性が認められることを明瞭に示すとともに，大陸の断片である北上山地の下部地殻が，背弧
側第三系分布域の下部地殻とは明瞭に異なる性質を有していることを明らかにしている．また，中島ら（Nakajima et al.,
2006）は，前弧域に位置する仙台西方の詳細な地震波トモグラフィーを示し，その地震波速度やポアソン比から，それ
らが，新生代の堆積岩層，流体を有し冷却途上にある浅所深成岩体，流体で充填された割れ目系の発達した部分，苦鉄
質深成岩体，そして，部分溶融した下部地殻岩等から構成されていることを示している．
　本報告では，これらの最近の実験，観測結果より明らかになってきた島弧地殻にみられる多様な不均質性を，地質

学的に構築されている東北本州弧の火成活動史と対応させて検討し，より詳細な地殻構造モデルの構築を試みる．
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